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明
治
一
二
年
（
一
八
七
九
）
の
沖
縄
県
の
コ
レ
ラ
流
行
に
さ
い
し

て
、
防
疫
指
導
の
名
の
下
に
派
遣
さ
れ
た
内
務
省
御
用
掛
土
屋
寛

信
の
事
績
に
つ
い
て
は
昨
年
の
総
会
に
お
い
て
報
告
し
た
。
そ
の

さ
い
に
使
用
し
た
史
料
は
土
屋
自
身
の
私
的
記
録
で
あ
る
『
琉
球

紀
行
」
で
あ
っ
た
。
本
総
会
で
は
公
文
書
を
と
お
し
て
み
た
派
遣

の
状
況
を
報
告
す
る
。

国
立
公
文
書
館
に
は
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
に
各
県
に
出
張
を

命
ぜ
ら
れ
た
官
員
の
出
張
復
命
害
が
保
存
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

よ
う
な
復
命
害
は
こ
の
年
に
か
ぎ
ら
れ
て
い
て
そ
の
前
後
の
も
の

は
見
出
し
え
な
い
の
で
、
土
屋
寛
信
の
復
命
吉
は
保
存
さ
れ
て
い

な
い
。
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「
公
文
録
」
に
み
る
土
屋
寛
信
の
沖
縄
派
遣

深
瀬
泰
日

し
か
し
『
公
文
録
」
に
は
「
沖
縄
県
虎
列
刺
病
臨
検
諸
費
ノ
件
」

（
明
治
一
三
年
）
と
題
す
る
文
書
の
中
に
「
土
屋
寛
信
沖
縄
県
虎
列

刺
臨
検
諸
費
仕
訳
書
」
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
土
屋
寛
信
の
沖

縄
県
へ
の
出
張
が
公
文
書
の
面
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
た
。
こ
の
文

書
は
土
屋
の
沖
縄
県
出
張
に
か
か
わ
る
諸
経
費
の
内
訳
Ｉ
給

料
、
旅
費
、
日
当
、
薬
品
買
上
げ
な
ど
の
経
費
Ｉ
が
し
る
さ
れ

て
お
り
、
支
出
さ
れ
た
金
員
の
記
載
が
主
な
内
容
で
あ
る
が
、
そ

の
計
算
の
基
礎
に
な
っ
た
日
程
な
ど
が
し
る
さ
れ
て
い
る
。

土
屋
寛
信
が
内
務
省
御
用
掛
に
任
命
さ
れ
た
の
は
明
治
一
二
年

八
月
一
三
日
、
そ
の
任
を
と
か
れ
た
の
は
翌
明
治
一
三
年
一
月
一

○
日
で
、
そ
の
間
の
旅
程
や
日
程
を
み
て
も
私
的
記
録
で
あ
る
「
琉

球
紀
行
』
の
記
事
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。

こ
の
年
の
コ
レ
ラ
大
流
行
に
よ
っ
て
そ
の
防
疫
に
従
事
す
る
医

師
の
不
足
を
き
た
し
、
政
府
は
そ
の
補
充
に
躍
起
に
な
っ
た
が
、

生
命
の
危
険
の
お
お
い
こ
の
よ
う
な
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
を
忌

避
す
る
医
師
が
お
お
く
み
ら
れ
た
。
そ
れ
ま
で
流
行
病
の
予
防
に

従
事
す
る
医
師
の
月
給
は
三
○
円
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
で
は
と
て

も
充
足
は
ま
ま
な
ら
な
い
と
し
た
政
府
は
、
「
示
後
虎
列
刺
病
予
防

医
師
給
料
ニ
限
り
、
臨
時
雇
入
之
者
ハ
壱
ヶ
月
金
弐
百
円
ヲ
限
度



30］ 日本医史学雑誌第45巻第2号(1999)

ト
シ
、
又
公
私
立
病
院
医
員
等
ョ
リ
兼
務
申
付
候
者
ハ
人
品
二
応

シ
相
当
之
手
当
金
相
渡
候
積
」
と
改
正
し
た
。
こ
の
改
正
に
よ
っ

て
土
屋
寛
信
の
給
料
は
百
円
に
設
定
さ
れ
、
御
用
掛
に
任
命
さ
れ

て
い
た
五
・
五
ヶ
月
間
の
給
料
は
五
五
○
円
で
あ
っ
た
。

旅
費
は
日
割
り
計
算
に
よ
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
そ
れ
が
二
本
立

て
に
な
っ
て
い
る
。
東
京
を
出
発
し
た
の
が
八
月
一
四
日
、
鹿
児

島
に
到
着
し
た
の
が
八
月
二
一
日
な
の
で
実
際
に
要
し
た
日
数
は

八
日
で
あ
る
が
、
「
昼
夜
兼
行
」
（
一
日
三
円
八
○
銭
）
と
し
「
参
拾

九
日
」
分
を
計
上
し
て
い
る
。
さ
ら
に
那
覇
到
着
の
八
月
二
九
日

ま
で
の
実
日
数
は
八
日
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
「
並
旅
行
」
（
一
日
三

円
）
「
参
拾
弐
日
」
と
し
て
、
実
日
数
よ
り
も
は
る
か
に
お
お
い
日

数
が
計
上
さ
れ
て
い
る
・
帰
路
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
コ
ニ
月
十

五
日
那
覇
出
立
、
二
十
七
日
帰
京
」
と
明
記
し
な
が
ら
「
此
並
旅

行
日
数
五
十
八
日
分
」
と
計
算
し
て
い
る
。
旅
費
を
日
割
り
計
算

に
す
る
の
も
お
か
し
な
話
だ
が
、
実
際
の
旅
行
に
要
し
た
日
数
で

は
な
く
別
の
基
準
に
よ
っ
て
計
算
し
て
い
る
の
は
な
ん
と
も
不
可

解
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
旅
費
と
し
て
土
屋
寛
信
に
支
給
さ
れ
た
の

は
四
一
八
円
二
○
銭
で
あ
っ
た
。

土
屋
寛
信
は
八
月
三
○
日
か
ら
一
二
月
一
四
日
ま
で
那
覇
に
滞

在
し
て
い
る
が
、
九
月
二
六
日
か
ら
二
月
一
八
日
ま
で
は
沖
縄

県
令
鍋
島
直
彬
の
依
頼
に
よ
っ
て
周
辺
の
諸
島
を
巡
回
し
て
い
る

の
で
、
こ
の
期
間
を
の
ぞ
い
た
五
三
日
分
と
し
て
、
一
日
七
○
銭

の
割
で
三
七
円
一
○
銭
が
「
滞
在
日
当
」
と
し
て
支
給
さ
れ
て
い

つ
（
》
○

こ
の
ほ
か
に
「
薬
品
買
上
其
外
諸
費
」
と
し
て
、
二
一
九
円
六

五
銭
四
厘
が
支
払
わ
れ
て
い
る
の
で
、
土
屋
派
遣
の
た
め
の
内
務

省
の
支
出
は
、
す
べ
て
一
二
二
四
円
九
五
銭
四
厘
で
あ
っ
た
。
こ

れ
ら
の
諸
費
は
土
屋
の
復
命
書
を
基
礎
に
し
て
計
算
さ
れ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

（
順
天
堂
大
学
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部
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史
学
研
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）


